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東名 ・ 中央高速道路に お け る舗装追跡調査 ・ 建設時

の 結果に つ い て （その 1）
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ま え が き

　 名神高速道路 に 引継 い で 東名 お よ び 中央高速道路が

建設さ れ る に 当た り，そ の ア ス フ ァ ル ト舗装 の 設計に

AASH 　O テ ス ト p 一ドの 結果が適用 され る こ とに な っ

た。同 時期 ア ス フ ァ ル ト舗装要綱 （日本道路協会 ） もテ

ス トロ
ードの 成果 と ， 日本で の 調査資料 とに よ っ て 昭和

42 年改訂 され 今 日 に至 っ て い る。

　 テ ス トロ
ード以後 は AASH 　O 設計委員会，　 A ，工 （米

国 ア ス フ ァ ル ト協会）， カ リフ ォ ル ニ ア 州 ， イ ギ リス ，

フ ラ ン ス ，お よ び 石油会社な ど，い わ ゆ る AASH 　O 以

後 の 調査研究が続け られ て お り ， と くに 5 年ご と に 開 か

れ，来年 （1972 年） で 3 回 目を迎 え る 「ア ス フ ァ ル ト

舗装の 構造設計に関す る 国際会議」 は合理的な設計法を

目ざす世界の テ ーブル とな りつ つ あ り，今回 も新 しい 展

開が 期待 され る。

　東名，中央高速道 路 に おけ る ア ス 　 ＿、、 、

フ ァ ル ト舗装追跡調査 は こ の よ うな　．1、：1
：：1∵  
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纖 研究 に 沿 う。 と ， お よ 噺 し い 遊 澱 lll纛 灘

す る か を調査 し よ うとし て，舗装体

の 立 地条件の 異な る と こ ろ で 300m

程度 を撰点 し，建設時の舗装体の 材

料，構造，載荷 に対す る反応 な どの

状況を把握 し て お き ， 供用後 の 変化

を観測す る もの で ある 。

　その 方法 と し て計器 を埋 設 し，道

路環境 （温度 ， 水分，水位），輪荷

重 （輪重）お よ び応力，ヒ ズ ミ （土

圧 ，沈 下 ，ヒ ズ ミ） を測 定 す る 点

（… A 点） を 24 点設 け，ま た 約 2

km に 1 ケ 所 の 割 りで 材料 ， 断面 を

把握 し て お く点 （＝B 点）を設置し

噸
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て い る。こ の ほ か建設時の 状態を知る こ と の で きる もの

と して，モ デル 施工 区間お よ び施工管理 の 資料があ る。

　本報告は こ れ ら膨大な資料 の 中か らA 点で得られ た資

料 を整理 した もの で あ る 、 した が っ て こ れ に つ い て は今

後検討解析 の 必要があ る が ， 整理 の 過程 で 得 られ た こ と

お よ び 今後 の 問題点 は 次 の よ うで あ る 。

　
一

明 らか とな っ た こ と

　1） ア ス フ ァ ル ト コ ン ク リート の 水平方向の 内部 ヒ ズ

ミが 測定 で き る。

　2）通常 の 輪荷重 で は ， 舗 装体 は 弾性的に 反応す る 。

　3） ア ス フ ァ ル トコ ン ク リートは， ア ス ベ ー
ス を含め

て 3 層な い し 5 層で 打設され て い る が，載荷に対 し て一

体 の 版 と して 反応す る 。

　4） し た が っ て 版の 上部で は圧縮応力，下部で は 引張

り応力，そ の 中間に 中立 軸が 形式 され る。また 走行輪荷

重 に 対 し て は 上記 の 応 力の 発生 手 前で 反対符号 の よ り小

纛羸…1蕪 ・lll…鷺 蒸鬟 ．鞭 1
　
「’

東名上郷サ ービ ス エ リア （愛知県 ）
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さい 応力が発生 し，い わば非対称の 交番応力をうけ る。

　 5） そ の た め版 の 上部は 高密度 に，版の 下部 で は 低密

度 化に なる 場合が多 い と思われ ， ヒ ビ割れ に 対 し版 の 弱

点 が底部 に あ り，フ ラ ッ シ ュ ，ス ベ リな どに つ い て は版

の 上部が弱点とな る とい え る。

　 6）載荷 の 高速化 に つ れ て 舗装体内の 変形，応力は と

もに減少する 。

　 7）路面 の タ ワ ミ と版下端の 曲げ ヒ ズ ミ に は ， 相 関が

あ り，そ の 傾度は版の 厚 さ，舗装の 堅 さ に よ っ て 異 な

る 。

　 8）路面 の タ ワ ミ は路床面 の 強さに大部分支配され る 、

　
一

設計 へ の 応用 と して
一

　 1）プ ラ イ ム コ ート は ア ス コ ン版を下 の路盤に 付着 さ

せ ，版下面 の ヒ ズ ミ を減小 させ る 。

　2） ア ス コ ン 版 の 下部は 引張 りに強い 材料，配合設計

と し，また複合材を用 い る な ど の 方法が考え られ る。

　3） ア ス コ ン 各層 と付着させ る 従来 の タ ッ ク コ
ー

トは

十分そ の 責 を果 た し て い る 。

　4） ア ス コ ン版 を厚 くし ， 路面 タ ワ ミ を多方 で も小 さ

くす る こ とは版の 曲げ疲労 を小 さくす る 。

　
一

今後 の 問題 と して
一

　 1）舗装体 の 構造設計に関 し て

　 i）現場の拘束状態で，応力，ヒ ズ ミ を算出する 構造

計算 が で きる こ と。

　 li） ヒ ズ ミ土圧 ， 沈下の 測定値 か ら各層材料 の 弾性定

数 が 算出で き る こ と 。

　 丗 ）そ の 弾性定数 に 施 工 条件 ， 気象な ど の 因子 が組み

入 れ られ る こ と。

　2） 材料試験 に 関 し て

　 i）舗装各層材料の現場拘束状態お よ び応九 ヒ ズ ミ

レ ベ ル で の 疲労 が 予測 で きる こ と。

　 li）上記と同様 の 条件で弾性定数が定め られ る こ と。

　丗 ）上記 1），2）につ い て 施 工 条件，環境条件が組み

入れ られ る こ と 。

　 3）測定 に 関 し て

　 i） ア ス コ ン の 内部 ヒ ズ ミ は モ ール ドゲージが取扱い

良い 。

　 ii）沈下計 の ア ン カー点は 一2・Om よ り深 くし ， 多

段式 よ り
一

段式 が良い 。 ま た ， 高速変形用 と永久沈下用

を別個にする 。

　丗 ）土圧計は水圧 ， 土圧両較正値共等 し い 土圧計 に す

る 必 要がある 。

　 量v ）高速走行 に よ る ヒ ズ ミ ， 土圧 ， 沈下 の 低下 に 関 し

て ，高速変形に対す る慣性抵抗 を考慮す る た め加速度 の

測定が必要で あ る 。

　 v ） 含水 比計の 改良が望ま しい ，

　 vi ）平坦直線区間の み な らず登坂車線，カーブ区間，

40

ブ レ
ー

キ 区 間な どの 設 計に関して走行載荷 に よ る舗装体

応力の 調査 が望まれ る。

1．調査内容およびその方法

　 1．1A 点 の 建設時調査内容は 表
一1 の とお りで あ る 。

同表に お け る No ．1，2 は材料，断面，施工 の 資料 で あ

り No ．3
，
4

，
5 は 原位置 に おけ る各層 の 仕上が り強度を

求 める もの 。
No ．　6

，
　8

， 9，
10 は路面状態 を測定し，供用

成積変化 の 原点 と な る 。 No ．11，12，13 は道路環境，気

象条件 を測定 し，
No ．14 は トラ ッ ク 走行輪荷重 に よ る

舗装体の 力学的反応 を測定する。な お こ の ほ か 走行車 の

重 量 を測定す る た め の 軸重計が 設置 され る 。

　 1．2 測 定 計 器

　図
一1 は 計器設置 の 基本形 で あ り，各層打設 ご と に設

置する。各計器は 供用後 も観測 で きる ように 走行車線外

側 わ だ ち部 （OWP ） に一
直線上 に 設置 さ れ て い る。ま

た路面 下 の 地下水位は 調査区間 （約 300m ） の 中 で 路

肩，中央分離帯 に 対 に な っ て 3 断面計 6本 が 設置され て

い る。各計器 は 次 の よ うに で き て い る。

　 1）層別沈下計は 長 さ 20cm の十字板 ， 径 30　mm ，長

さ 16　cm の ピ ッ ク ア ッ プ お よび ア ン カ ーロ ッ ドか ら成

り ， ピ ッ ク ア ッ プ の 最大 ス トロ ーク は 20 皿 加 ，精度は

0．05m ！皿 程度 で あ る。ア ン カ ー
ロ ッ ドは 路面下 200　cm

に ア ン カーさ れ ， 沈下板間 ま た は 沈下板 とア ン カー問の

圧縮量を測定す る ． こ れ で 動的な沈下 と， 供用後の わ だ

ち沈下 の 累計値 も測定す べ く計画 され て い る。

　2） 土圧計は直径 10cm 厚 さ 2c 皿 の ダイ ヤ フ ラ ム の

ス トレ ン 計測型 で ， そ の 容量 は 1〜5kg！cm2 で あ る 。

垂直土圧 は 受圧面が層境界面 の 下 5cm に くる よ うに設

置 し ， 水平土圧 は 受圧面が走行車の 進行の 反対方向に 向

い て 設置 し て あ る。埋 め もどし は各層材の 4．8mm 通

過材で行な う。 較 正 値は水圧 の 外土 圧 に よ る値 も代表的

舗装材 で 実施 し た。

　3） ア ス コ ン ビ ズ ミ計は ア ス コ ン 内 に水平方向に，各

層 の 転圧 面 に 埋 設す る。モ
ー

ル ドゲージ （A タイ プ ，
10

xl ・5xO ・5cm ） とポ リエ ス テ ル ゲージ （B タイプ ， 12
cm ）を用 い ，い ずれ も初期抵抗に 120 Ω，ゲージ率 2 ．0

で あ る 。 モ ール ドゲージ の 被覆体 の 弾性定数は 常温 で

10
，
000　kg！cm2 程度で あ る 。

　4）温度計は 舗装体 の 深度方向各部に 埋 設 す る。直径

12．5mm
， 長 さ 10　cm の カー

ル ソ ン 型 で あ る 。

　5）含水 比 計は セ ラ ミ ッ ク フ ィ ル ター をもつ サ ク シ ョ

ン 測定
一
含水比較正 に よ る も の で，連絡パ イ プ ，

マ ノ メ

ーターの 3 部か ら成る。サ ク シ ョ ン〜含水比 は フ ィ ル タ

ーの 埋設に 用 い た 各層材料 と同
一

材で 実施 して い る 。

　1．3 試 験 方 法

　とくに繰返 し平板載荷試験，タ ワ ミ測定 お よ び走行載

土と基礎 ， 19− 7 （ISI）
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表
一1A 点の 建設時調査内容一

覧表

N ・・1 項 目 測 定 方 法 L 測 定 位 置 帥 馴 摘
．

妛

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Io

11

12

13

14

施工 管理 資料収集

代 表的資料の 採取

現 　 場 　 　CBR

繰 返 し 平 板載荷

タ ワ

ス 　ペ 　リ 抵 抗

ア ス コ ン の 透 水性

L

　 ア ス フ ァ ル トの 材
　 質変化

デン　

）
イ

ー

ル

恥
イ
（

フ
ス

ロ

ク

プ
ツ

横 　 断 　 形　 状

路 面下温度分布 お

よ び 日変動

含 水 比 分 布 変動

地 下 水 位 変 動

走 行載荷 に よ る土
圧 沈下 ヒ ズ ミの 分

布

上部路 体以上 に つ い て，道 路 断面 （施 工 法 ，敷 ぎな ら し，転圧 ）施工 時期，
使用材料 （材料試験結果）施 工 結果 （締固 め の度，含 水比 なと）

上 ，下部路床，サ ブ ペ ー
ス 砕 石ペ ー

ス ，ア ス フ ァ ル ト安定処理 べ 一
ス ，パ イ

ン ダ ー，サ ーフ ェィ ス 材各 100〜150kg ア ス フ ァ ル ト ll

JIS　A 　12114 「現場 CBR 」 に よ る

「繰返 し平 版 載荷 法」 に ょ る θ載荷
量 は 衷

一2 に よ る

複元 タワ ミ測定

「可搬式路面 ス ペ リ抵 抗測定 法に よ
る 」

「アス コ ン 現場 浸 透 量 測定 法」 に よ

る。

「ア ブソ ン 抽出 」 を行 な い 　JIS　K
2530〜a532に ょ る針入度 軟化点 を

測 定

「プ ロ フ イル メータに よ る 路面凹凸
の 測定 お よひ 解析 法」 に よ る 。

「連続式路面横断形状 測定 法」 に よ
る

埋 設 され た 温 度計 に よる e 　（カール

ソ ン 型 ）

埋 設 され た 含水量計 に よ る （サ クシ

ョ ン メ ータ ー使用）

路肩 （また は 測帯）分離帯に 設置 し

た 水位バ イプに よ る。

輪荷 重 ： 1，3，5，7t
速度 ： 2，4，40，80kmfh
土 圧 計　沈 下計 　ヒ ズ ミ計上 を走行

上，下 部路床，ナブ ベ ース ，砕石 ペ

ー
ス

上，下部路床，サブ ベ ー一ス 砕石 べ 一
ス ，ア ス フ 丁 ル ト安定 処理 ベ ー

ス ，
サ ーフ ェイス

上部路床 （5t ）サ ブベ ース ，砕 石ペ

ース ，ア ス フ ァ ル ト安定処 理 ベ ース ，
づトーフ ェ イ ス （7t ）

サ
ーフ ェイス 面

ア ス フ ァ ル ト安定 処 理 ペ ー
ス ，パ イ

ン ダ ー，サ ーフ ェイス

ア ス フ ァ ル ト安定処理 べ 一
ス ，パ イ

ン ダ
ー，ナ

ーフ ェ イス （ブ イ ニ ッ シ

ヤ ，ホ ッパ よ り 採取）

サ ーフ ェイス 面 （OWP ，　IWP ）

サ
ー

フ ェ イス （沈下計埋 設位置を含
む）

上 ， 下部 路床，ア ス フ ァ ル ｝安定処
理 ベ ース （上 ，下 ）バ イ ン ダー，サ
ーフ ＝イス

上 部路体 上 ，下部路床，サ ブ ベ ー
ス

砕石 べ 一ス

下部路床 下面 （盛上部） また は 切上
面以上 の 水位

土圧 ；砕石 べ 一
ス 　 f ブ ベ ー

ス

　　 上 ・下部路床 （上部路 体）
沈下 ： ア ス コ ン路盤
　　 路床 の 層別沈下
ヒ ズ ミ ：ア ス コ ン 各層水平 ヒ ズ ミ

1　 式

1　 式

1　 点

3　 点

3　 点

4　 点

4　 点

1　 個

1　 式

5 個 所

1　 日

1 回 1日

1 回 ！日

1　 回

耐久 テ ス ト用

同時に 実施 上，下 部路
目も ナブ ベ ース 砕石ペ ー
ス に っ い て は 打設 後 日数
密度 含水比を 測定 す る 。

L
　 ア ズ フ ァ ル ト安 定処 理 ペ

　
ース ，パ イ ン ダ ー ザ ー

　 フ ェ イス に つ い て は 表面
　 温度 を 測定す る 。

同　上

温度 潰匸定

粒度分析 も行 な ラ。

調査 区間 で積算

計 器埋 設 後工 期 中観 測

水 位パ イプ埋設後工 期中
観 測

路 面下 温匿分 布の 同時測

定 を 行 な ％

荷試 験 に つ い て は次の 通 りで あ る。

　1）繰返 し平板載荷試験

　特別 の 揚合の 外直径 30cm の 剛性板に よ り， 表
一2 に

よ る 荷重 を各 5 回載荷 し ， ダイ ヤル ゲ
ージ に よ り載荷 ・

除荷おの お の の 読みを と る 。 次式 に よ っ て 載荷面 の 変形

係数を算出す る。

　　　 Ep ＝1．L8・p・r ／d　（kg！cm2 ）

　　　d ；N 回 目の 載荷時の 沈下量 か ら N −1 回目の 除荷

　　　　　時 の 沈下計を差引い た値 （cm ）

　　　P ： 載荷重 （kg〆cm2 ）　 r ： 載荷板 の 半径（cm ）

　2） タ ワ ミ測定

　 ベ ン ゲル マ ン ビー
ム に よ り， 複輪間 の 復元 タ ワ ミ量 を

測定 し次式 に より載荷面 の 変形係数を算出す る。

　　　 EB ＝ 1．5・P。r ！d　（kg！cm2 ）

　　　d ； 復元 タワ ミ量 （cm ） r ： （＝12＋ P ） （cm ）

　　・ 繍 艫 ・・） ・ ・（
P

　 　 2
π r ）

　3）走行載荷試験

　サーフ ェ ィ ス （
一部ア ス ベ ー

ス 完成後）完成後復輪荷

　July．1971

衷一2 繰 返 し平 板 の 載荷重

、丶一一．．一　荷 重段 階
各 層

x、丶丶．丶
フ

床

床

一サ上

路

路

以ス

で

一
ま

部

部

ベ

ス

ブ
イ

サ
ェ

上

下

　 1
（kglcm2）

0 ．80

．40

．2

　 2
（kglcm2）

13
．21

．60

．8

　 3
（kg！crn1 ）

7，05

．G3

．2

重 7t，5t ，　3t，lt の 4 種 の 輪荷重 を，そ れ ぞ れ 80，　40，
4

，
2k 皿 ！hr で 走行させ る。そ れ に よ る 土圧 ， 沈下 ，ヒ ズ

ミの 計器 の 動きを測定す る 。 トラ ッ ク は 図
一2 に 示 す

No ．1 か ら No ．10 ま で の 線上 を走行さ せ る 。 計器埋

設位置は N 。．8 の 線上 にあ る 。 結果 の 表示 は 横断線上

に各走行位置 で の 最大値 をプ ロ ッ トす る もの お よび各線

上走行 に よ る影響線 （＝ オ ッ シ ロ 記録線 ） に よ る もの の

2 つ がある 。

　2．各調査地 点の 配置 ，断面 お よび材料

　図
一3 は東名 ， 中央高速道路 の A 型追跡調査地点 の 配

置，断面，主な材料の 採取地 な らび に 土質 を示すもの で

ある 。 A 点調査地点は計 24 ケ所 あ り， それ ぞ れ材料断
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図一1 計 器 埋 設 位 置 図

轜

料 の 特性値 を示す
一

覧表 で あ る 。

　 　 　 　 　 図一2 計器埋 設位置 と走行位 置図

面 ， 土質，気象条件な ど舗装体の 条件を異 に し て 配置 し

て い る。

　次 に 表一3は各地点 の 実測 の 舗装断面な らび に使用材

　 42

　3．各層載荷試験結果

　各層仕上げ面 に おけ る繰返 し 平板載荷試験 ， お よ びベ

ン ゲル マ ン ビ ーム に よ る タ ワ ミ測定か ら得 られた変形係

数を求 め， 各地点 に つ い て
一

覧 と した もの が 表
一4で あ

る。

　各層にお ける変形係数は ソイ ル セ メ ン トの あ る場合は

そ の 打設後 の 目数，ま た ア ス フ ァ ル ト コ ン ク リートの 上

で載荷す る場合は ， そ の 温度 に よ っ て 変 る と考え られ る

の で 同表 に は ，各層面載荷試験時 の ソ イ ル セ メ ン トの 打

設後の 目数，お よび ア ス コ ン の 路面 温 度を併記 し て い

る。な お サ ーフ エ ス に お け る値は走行載荷時の 値も記入

　　　　　　　　　　　　　　 土と 基礎，19− 7 （ISI）
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表一3．1　追 跡 調査点 の 材料特性 値
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床 場脚 　　 （％） 4．9 5．0 27．6 18．2 67．7 22 ．0 7．4 　

CBR 　　　（％） 85 駱 132 80．3 38 45，2 』
　　−

一

下
材　 　 　料 　 　　名 稲 城 山 砂 稲 城 山 砂

一
鎌 倉 山 砂

関東 ロ
ー

ム 石
灰 安定 処理 10％

一 一
上部路床に 同 し

r ゴm ＆ x （9 ，

’
cm3 ） 1，604 1．748 　 工，612 goo 一 一 ρ

部 斡 一 　 （％） 20，4 16．8 一 16，0 62．0 一 一 〃

路
修正 CBR （％）

一 冖 一 7．o 32，0 一 一 〃
74 　　（9〆cm3 ） 1，541 1，551 1β74 1521 863 一 一 〃

床 黏 　　（％） 20，6 18．2 33ユ 26．7 69．6 一 一 伊
CBR 　　 　（％） 14 24 10．9 28．4 19，8 17．0 一 〃

44 土 と 基礎，19− 7 （ISI）
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表
一3．2 追跡調査点の 材料特性値一覧 （そ の 2 ）

測 　　点 Tg TiO Tn Tl2 T13＿r T13＿2 Tu ＿3 T14

　　ナ ーフ ェ イス 　（c皿 ）

厚 バ イ ン ダ
ー

（cm ）

　　ア ス ペ ー
ス 　 （cm ）

　 　 粒 調 べ 一ス　 （cm ）

　 　砕石 サ ブ ベ ー
ス （cm ＞

　 　 ソ イル セ メ ン ト（cm ）
さ

　　襯 路 床 （・m ）

　3．714
．2

（20）

（1？）

（30）

3．614
．5

  ．817
．93070

3．714
．2

2017

30

4，15
．814

23．02569

　 4、1
　6．922

．2

17．9
（35）
（65）

　 5．1
　6．920

．7

18．3
（35）
（65）

　4．3
　7．523

．1

18，0
（35）
（65）

4．26
．121
．5

30．0

サ

ー

フ

ェ
イ

ス

材　 　 料 　 　 名

岩 　 　 　 　 　 　 質

ア ス フ ァ ル ｝量 （％）

叢幣驚 ：
現場　空ゲ キ 率 （％）

富士 川砕石　　 富士 川砕石 　　 安倍川砕石　 　安 倍川砕 石

6．7　 　 　 　 　 6．3
− 　　 　　　1。110
− 　 　 　 　 　 　27．0
4．6　　　　 　 4．0

　6．3　　　　 　 6．3
775　　　 　 1， 
％ ．7　 　 　 　 　2s．Q
　4．6　　　　　 2，8

天竜川砕石 　 　天竜川砕 石 　 　天竜川 砕石　 　岩 水寺山砕

　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　−

　 6．4　 　　　　 6．4
1、020 　　 　 　 1，050
　 32．5　 　　　　3D．5
　 　3，5　 　　　　 3．7

一
　 　 　 石 灰 　岩

　6．4　　　　　 6．0
970　 　 　 　 　 62D

28．2　　　　 29．7
　3．9　　 　　　 4．6

パ 　材 　　 料 　　 名

イ　 岩 　 　 　 　 　 質

ン 　 ア ス フ ァ ル ト量 （
Ofe

）

で姦議糯 齏：
　 　現場 　空 ゲ キ 率 （％）

富士 川砕 石　 　富士 川砕石 　 　安 倍川砕石 　 　安倍川砕石

5．8　 　 　 　 　 5．4
− 　　　　　1，030
− 　 　 　 　 　 　 25．0
2．9　 　 　 　 　 3．0

　 5．5　　 　 　 　 5．5
665　　　　 1，170
22．0 　　　　　　 31，8

　 6．4　 　 　 　 　 3．7

天 竜川砕石 　　天 竜川砕石 　　天竜川砕石 　　岩 水寺山砕

　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　 　一 　5 ．4 　　　
　5 ．41 ，100　　　　　　　

1 ，050 　31 ．2　　　　　
　 　27．6 　 2．3

　
　

　 　 2 ． 8
一 　　　石灰 　 岩 　　5
4　　　　　 5 ．31 ，

0 　　　　　670 　24、8　
　 　　　　　 35 ． 0 　

28　

　

　
5

7

名

ｿ

材

質

芻

　

量
度

率

　

定

ロ

ー

ー

　
ル

安

フ

ゲ

　

ア

｛

　
フ

シ

試

　

ス

［

ル

　

場

窿 A マヤ験現 定処理 ベース アス ファ

ト安 大井川港 砂利　磐田原砂 利 砕　

田 原 砂利砕 　　一　　　　　一　　　洪積砂レキ層
　 　3、5　 　　 　 　　　4．5　　 　　 　 　　5

5 　　680 　　　　1，05〔〕　　　　　850 　

2 工 ．8　　　　　　　　16．2 　　　　　　　　即

3 　　2 ．3 　　 　　 　

　5 ．8 　 　　　　 　　2
5 磐田原砂利砕 　 三方原
利 砕 　　 一 　 　　 洪 積砂レキ

　　3．0 　 　 　 　　4．
　 　950　 　 　 　 　 　64

0 　 　2B
0

　　　35． 5 　 　10．
0
　 　

　

　
66

・ ・， 翻 素 謙 ：

@ 　rdtnax 　　（

C ，’cm3 ） l 　 　omc 　　　

（ ％ ） ス 　　修
CBR　（％） 竄士川砕石　安山岩山砕70丸子安山岩砕石

由 比 山砂山砂3 ・彎勞刻 2，257 　　　　　　　
C240 　 　 　　 　 　 　2 ， 2S2 　　

D5 　　　 　
　 　7 ， 0　　

　
　　

　
　

D1 　125 　 　　　
　

− 　 　　　 　　14

撃覊｛祟
： 夏

嚇。（・，

em ・）

　 0mc 　 　　　（％ ）

X修正CBR 　（％） 安山岩山

　1002 ， 157

　 　7，7 石灰岩砕石　

石 灰
竡R砕 2r23 　 　 　 　 @ @ ， 28 　 @7 ． 0 　 @ 　　　6D3 　

44
．

0@ 　 　 　 　 77 Zサ<TAB> ﾞ @ @ @ 料 @　　 ｼ<TAB>由 芬R砂
  一 一<TAB>山　砂　利 <TAB>山　砂 　

利<TAB>R　砂　利 山 @ ｻ @利メ uンベ<TAB>セ ＜塔g量　 i％）<TAB>3
o<TAB>
一

一 <TAB>一<TAB>L5<TAB>1．5 1．5 1 D ト1<TAB> ゴma 　　（ 1cm

<TAB>2， 216<TAB>一<TAB>一<TAB>一<TAB> ，10 <TAB> ， 0 <TAB>2 C1 9<TAB> ，02

  X 理 <TAB>omc　　 @ 　（％） 6 ，6<TAB>一 一 <TAB>一<TAB>9D4<TAB>9
．

4<TAB>9． <TAB>9．3<TAB>CBR 測 50r 　gﾈ 一7<TAB>1

　<TAB>一 <TAB>一 <TAB>75<TAB>75<TAB>7<TAB>7 上<TAB>材 @　　料　 @　名<TAB>由 芬R砂利<TAB> ｻ津山砂利 大谷山砂

<TAB>ﾀ 山 岩 ト ンネル Y   R　砂 @利<TAB> R　砂 @利<TAB> R　砂 @利<TAB>

　
ｻ 　 利 <TAB>r4
ma エ（ 9厂厂

cm3 ）<TAB>w
一<TAB>2幽190 2

，
DO<TAB>2
，225

2，
2

5<TAB>2 C22 <TAB>2
ρ

部 <TAB>鍛  ・　
i 刀 <TAB>  一<TAB> ． <TAB> ． <TAB>

9<TAB>6．9<TAB>6．98 D 路<TAB>修正 BR（ ％）r4 　　（ ，厂cm3 ）<TAB>：<TAB>3〜40 　一<TAB>訂一<TAB>@

2C183<TAB>20
一<TAB>0一<TAB>20一 <TAB>0一 床 <TAB>黏

@ @ （％ ） <TAB>

一 <TAB>一 <TAB>   5 ．0<TAB>一 <TAB>  一 <TAB>『 <TAB>BR　　 　 （ ％ j

<TAB>一<TAB>一<TAB>87 ．2<TAB>B5 @ 2 　 57<TAB>9 　 4 　 4

12172179<TAB>   下 材 @　　料 @ @ @ ｼ

纒
路 床 に同じ <TAB>上部

路 床に 同 じ<TAB>一<TAB>安
山
岩

g

ン
l

ル Y
  上部路床
に同じ<TAB>上

曝
H

ｰ

に

ｯ

じ
上

路 ｰ に 同 じ<TAB>一 <TAB> 4 a （91c 3 j 〃 〃

<TAB>1ρ41<TAB>〃<TAB>〃 〃 一  纂・mE 　（％）<TAB>〃<TAB>ﾉ<TAB>一<TAB>12．7 〃<TAB>〃<TAB>〃<TAB>一
路

C正 CBR（ ％）74 　 （ 91cm5 ） <TAB>〃 か <TAB>〃

<TAB>： <TAB>　工 3 ． 51 ， 9CO<TAB>〃 〃 <TAB>〃 〃 <TAB>〃 〃<TAB>： 床 <TAB>霧 ω
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表一3．3　追跡調査 点の 材料特 性1直一覧 （そ の 3） 喰 O 内tt設計厚 で あ る 。

厚

滝」

＼ 測 　 点

　　　　
．
＼ 一．一．一．．一

サーフ ェイ ス　 （cm ）

バ イ ン ダ ー
　 （cm ）

ア ス ベ ース 　 （cm ）

粒 調 ペ ー
ス 　〔cm ）

砕石 サ ブペ ーヌ （cm ）

　ソ イル セ メ ン ト（cm ）

i需 路 床 ・・ m ・

Tls4

．16
．119
．620

．1

30．0

サ

ー

フ

ヱ
イ

ス

「、ノ

ィ

財　 料 　 名

岩 　 　 　 　 　 　質

ア ス フ ァ ル ト量 （％）

姦斎 ｛季i驚 ：
現場 　室 ゲ キ 率 〔％）

T16　　 　　　 Tu

　 4，5
　 6．7
　 15，9

　18．0

17十 15

　 4．0
　 6．0
　 20．1

’
（20）

．
（3e）

C エ

　4．3
　5．615

．0
（13．0）

（17，0）

（60．0）

」一

岐 剃 皹 養 老 羈
坂祝

聯 響
桧

材

　
岩

料 名

質　　
ン 1ア ス フ ァ ル ト量 （％）

で
1

轟磯 驚

砂 　 　 岩 　　砂　　 岩

　 　 6．0　 　　 　　 　 6．5
　 545　 　　　　 910
　 　 37．7　 　　 　　 25

　 　 4．7　　 　　 　　 4，7

萩 産 山 砕

片 　麻　岩

　 　 5．0
　 635

　 　 41

砂 　 　 岩 　 　硬 　砂 　岩

　 　 6．5　 　　 　 　 6．7
1，010　　　　　　　　　765

　 38，0　 　 　 　 　38．0
　 　 4．4　 　　 　　 　 3．2

Ir皮 阜 養 老

砂　 　 　岩

　 　 5．11
，500

　 30．5

桧

　

岩

郡

石

　
　
渇

　

　
の

ユ

摩
砕

砂

580385

多
村

　

　
　
7

四
原

硬

祝

　

岩

坂

　
　
　
5

県
石

　

5

阜
砕

岐
町

砂

10ユー

洛

3404

　 3．9
　 6．114

．8
（10）

（2D）

〔15）

日

石

岩

郡

砕

　

る

摩
村

砂

6

多

出

西
ノ

硬

　

浴

　’1

45

以

4

9

一

日

石

岩

が

　
　
　
ゐ

　

　
あ

を

鷂
砂

，

智
、

西
ノ

硬

Ca

定
処
理
ペ

ー
ス

ア
ス

フ
ァ

ル

ト
安

隔 　 料　 名

岩 　 　 　 　 　 　 質

ア ス フ ァ ル ト量 〔％）

姦磯 驚，緊：…
現場　空 ゲキ率 〔％ ）1

ユ

ユ

ユ

46

正

働

 
・

働
亅 …

日

石

岩

…
郡
砕

　
　’5

…
摩
村

砂

6

多

出

西
ノ

硬

　

洛

ユ

452649

萩 莖 山 砕

片 　麻　岩

　 　 4．81
，110

　 　70．5
　 　 3，2

萩 　 産 畿
坂 祝

欝驚
桧

片 麻 岩 　 砂 　 岩 　 硬 砂 岩

　 　 4、8　　　　　　　4．6 　　　　　　　4，8
1，250　　　　　　　　　820　　　　　　　　　788

　 33　　　　　　　　　27．8　　　　　　　　40．7
　 　 4．1　　　　　　　5．6　　　　　　　3．1

一

西 多 摩郡 日
ノ 出村砕 石

硬 　砂　岩

　 　 5．5
　 960

　 　21．8
　 　 4．2

山 田」
．
砕石

硬 　 砂 　 岩

　 　 4．7
　 688

　 　25．6
　 　 6，2

八 幵 候 1八 王 子磯
［IT町 砕石

硬 　砂 　岩

　 　 4．7
　 688

　 　26、6
　 　 6．2

C4 Cs

4．15
，015
，5

20，8

課｝．0

桧

　

岩

耶
石

　

忍

　

惑

　。5

摩
砕

砂

634404

多
村

　
　

　
7

西

原

硬

桧

　

岩

糴

石
　

　
’0

摩

砕

砂

6

多
村

西

原

硬

　

忍

ユ

254057

4．26
．27
．7

22．7

30

「1「梨県大 月
市砕石

安 　山　岩

　 　 6．898032

．3
　4．5

山 梨 県 都留

市砕石

安　山　岩

　 　 6．5
　 840

　 32． 
　 　 4．6

粒

調

べ

ー

ス

砕
石
サ

ブ
ペ

ー
ス

サ

ブ
ベ

ー
ス

セ

メ
ン

ト

処

理

部

路

床

下

部

路

床

繼 ｛毒謙 ：
rdmftX 　　 （9，icm3 ）

o 皿 c 　 　　　 （％）

修 正 CBR 　（黔）

繼 儲諺：
rd 皿ax 　 （9 ！crnS ）

  c 　 　 　 　 （％）

修 正 CBR 〔％）

材 　 　 　料　 　 　名

セ メ ン ｝ 量 　（％）

rdmai 　 （91
「
 

3
）

omc 　 　 　 　 （％）

CBR
網 50r 　 qu −7

材 　 　 料　　 名

韓濫 霧i
霧儀儷
材　　　料　　　名

韓濫 檬i
鋸｛臨甥

一
片　麻 　岩

2，118
　 　 8．2
　 　72

音羽 町片麻岩

　2，192
　 　 6．0
　 　 77．5
　1，8SS
　 　 5．662

　80　89

音羽 町片 麻岩

　1，951
　 　 5．9
　 　 20

山梨県 上野 　1 山梨県都留
腺 町砕 石 　　…市砕石

硬 砂 岩 Ifi 山 岩

　 　 4．7　　 　　 　　 5，0
　 825　　 　　 　　830

　 38、D　　　　 28．4
　 　 7．3　 　　 　　 　7．0

ト

村 雌 砂
繍 鴛

郡蜘 縢
郡桧原

町 田 市山砂2D　平 山山砂　20　平 山 山砂　20

　2，2DO　　　　　　2，216　　　　　　2，216
　 　 6．5　　　　　　　7．9　　　　　　　7．9
　 　112　　　　　　　　　115　　　　　　　　　i15

砂　石 　50

真　砂　402

，163
　 　 6．6
　

・s9

八王子市 山砕 　八 王 子市山砕
　 　 　 　 90　　　　　　 90

平 山 山砂 　10　 平 山山砂 　10

　2，164　　　　　　2，164
　 　 7．4　　 　　 　　 7，4
　 　 85　 　 　 　 　 　 S5

「

留都
利

　

　

　
渇

県
砂

　

　

　
6

梨
川

　

ゆ

山
市

　
　

2
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一 守 山地下 山砂 連 光寺山砂
一 一 山梨 県上野
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冖 2．0 4．5 一 一 2，0
冖 2，117 1，630 一 一 2，196
一 7．7 17．5 一 一 6．4
一 129 68 一 一 92

猿投町山砕 瀬戸 砂質土 多摩川 砂利
平 山山砂 セ

メ ン ト 2％
平山山砂 セ

メ ン ト 2％
rir　　 砕

2，22D 2，lgo 2，150 1，650 1．667 2，245
6．8 7．2 7，9 16．O 15，0 一
67 一 6D 52、0 52．0 46

2 ユ 31 2，165 2，100 1，580 160 2，184
4，8 4．1 8．1 16．0 15，6 5．2

24　 38　 46120 　130　11460 匿11 一 92

船 津 山 砕

2，038
　 　 9．7
　 64．52
，031

　 　 7，6
　 40〜67

岡崎 マ サ土
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　 　工4．0
　 　 9．11
，592

　 　17．214
　 10　 16

瀬戸砂質土

1，965
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　 　 14．6
　 47 　61

連 光寺山砂
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　 　1S．4
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，560
　 21，1

平 山 山 砂

11615

　 　16．5
　 　 13．01
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　 　 14．5
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　 522
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　 　 5，8
　30〜45

船 津 山 砕

2，007
　 　 10，5
　 341
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　 　 10．0

46 土 と基 礎，19− 7 （161）
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一4．1 仕 上 げ面 の 変形係数と深 さ （A グル ープ ，

ア ス コ ン 厚 18cm ）
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図
一4，2 仕 上 げ 面の 変形係数 と深 さ （B グル ープ，

ア ス コ ン 厚 24〜27cm ）
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図
一4．4 仕上げ面の 変形係数 と深 さ （D グル ープ，

ア ス コ ン 厚 30cm ）

し て い る。こ れ は 試験時 に 舗装体 の 内部温度 ま で 記録 さ

れ て お り， 温度効果に つ い て よ り詳 し い 検討の た め に 必

要と予想 されたた め で あ る 。 なお こ の 走行載荷時の 値は

1〜 5 月 の 比 較的低 温 の と き の 値 で あ り，路面 の タ ワ ミ

性 の 概略検討 には
一

様に使え る と思わ れ る 。 以下 の 整理

に は温度効果 につ い て は 検討 し ない で こ の 低温時の 値を

48

用い て い る。

　3．1 各層面 の 変形係数 と深度に つ い て

　表
一4 か ら各層面 の 変形係数 と舗装各層 の 仕 上 げ面 の

路面か らの 深さと の 関係につ い て ，ベ ース コ
ー

ス を含め

た ア ス コ ン 厚さとサブベ ース 材 の 組合 わ せで ， 次 の 4 グ

ル
ープ に分 けて プ ロ ッ トした も の が 図

一4．1〜図
一4．4

で あ る 。

　 ● A グル ープ ： ア ス コ ン 厚 18crn ，　 Te，　Tg，　 Tio，　 Tll，

　　　　　　　　C
， （静岡

一期区間，中央道終点）

　 ● B グル
ープ ： ア ス コ ン 厚 24〜27cm ，　Ts，　T 、z，　T 、e，

　　　　　　　　C 、， C 、，　C3 ，
　C 、（中央道）

　 ● C グル ープ ： ア ス コ ン 厚 28〜30cm
， セ メ ン トサ ブ

　　　　　　　　ベ ー
ス 17cm ，　T 、，　T2，　T ，，

　T4
，
　T5

，
　T

，

　　　　　　　　 （京浜
一期区間）

　 ● D グル
ープ ： ア ス コ ン 厚 30cm ，セ メ ン トサ ブベ ー

　　　　　　　　ス ÷ 19cm ，　 Tla＿h 　T13−2，　T ， 3＿3，　 T14，

　　　　　　　　T 、5，T 、7 （静岡 2 期）

　図 に よれ ば路面 の 変形係数 は ほ ぼどの 地点 も近似 し た

値 に集れん し て い る が ， そ の 中で も路床 の 変形係数が影

響 し て い る 。 すなわち路床 の 弱 い もの は路床 か ら路盤へ

向か っ て 急速 に 強度が増加 し て い る の に 対 して ， 路床 の

強い もの は そ の 上昇の 傾度が ゆ る い 。 前者の 場合は い わ

ば無駄 の な い 断面 で あ る ともい え る 。 し か しい ずれ も路

床 の 強さに 並列して，路盤 の 強度が確保されて い る 。

　なお ソ イ ル セ メ ン ト路盤お よ び ア ス フ ァ ル トコ ン ク リ

ート路盤 は ， 変形抵抗 の 増大 に 大 きく寄与 して い る とい

え る 。

　3．2 路床 の 強さ と サ ブ ベ ー
ス 層 の強 さ

　図
一5 は サ ブ ベ ー

ス 面載荷時 の 変形係数か ら，
2 層解

（厳密解） に よ り求め たサ ブベ ー
ス 層の 強度 （変形係数）

を ， 路床仕上げ時の 強度 （変形係数）に対 して プ ロ ッ ト

した もの で あ る 。 図に よれば，  セ メ ン トサブベ ー
ス

は養生 日数 （3 目〜7 目） が短 か い に もか か わ らず，か

な り大きい 強度を持 っ て い る 。 し た が っ て路床に対する

強度比 は （ESbfESG ） は 大き くな る e
一

方粒度調整材 な

どの 未処理層は小 さい 。   　山砂利などの 粒度調整材を

用い た ソ イ ル セ メ ン ト，および粒度調整 の 単体 の サブベ

ース 層と して の 強さ （変形係数） は路床 の 強さに支配 さ

れ る。これ は転圧時の基礎 と し て路床があ る こ とか ら当

然 とい え る が ， 路床の 変形係数 を 1，000kg！cm2 以上 と

すればそ の 効果が大とな る 。

　セ メ ン ト処 理 した 砂 の 場合は セ メ ン トの 硬 化 に よる と

思わ れ る が，路床が弱 くて も層 と して の 強度は大 きい 。

した が っ て こ の 場合は 路床に対 する強度比 は 大 き くな

る 。

　3．2　タワ ミ 試験より求めた 路面 へ の 変形係数 と路床

　　　 の強さ

土 と基礎，19− 7 （t61）

N 工工
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　 　 　 　 　 　 一 路床薤の変形係数ε56Xl ぴ

　　 図一5　サ プ ペ ース 層 の 変形係数と路床面 の 変形係数

　次に 図
一6 は 路床の 強 さ （平板載荷試験よ り求 め た 変

形係数） と路面 の 変形係数 （ベ ン ゲル マ ン ビー
ム に よ る

タ ワ ミ試験 よ り求 め た 変形係数）をプ ロ ッ トした もの で

あ る。
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　 　 　 　 　 ー一一レ路床面の変形係数　EsoX
’
loa

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （平板に よる｝

図
一6 路面 の 変形係数 （タ ワ ミ量） と路床面の 変形係数

　図
一4 と 同様路床の 強 さ お よび路面の 強さ共に T

、，，

T
， と除けばか な りせ まい 範囲 に あ る。路盤材 ， 表層材

に よ りわ ず か の 差が生 じ た と思 わ れ る が ， 今後の 追跡調

査 に おい て こ の わずか な差が い か な る 路面形態とな っ て

現わ れ るか 興味あ る と こ ろ で あ る。路床 と路面の 強度比

で み れ lt
“
　ESu ／ESG ＝10 上 の 点を除い て ， 他 は 1．5〜4 ．0

に ある が 図
一5 の セ メ ン トサ ブベ ー

ス の 場合も含 め て ，

強度比 の 大きい こ と に よ る荷重分散力 と，逆に それ に よ

る 舗装 の 曲げ応 力の 発生な ど 今後の 検討 が 必要 で あ ろ

う。　　　　　　　　　　　　　　　（原乖高受理 1971．4．30）
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日 本 工 学 会 第 30 回 見 学 会 の 催 し

　日本 工 学会主催で ，下 記 に よ り見学会 を催 し ます 。 こ の 見学会は さん 下各学協会 所属 会員の 方々 に気楽に 見学して

い た だ くの を目標と し て い ます。 ふ る っ て ご参加下 さい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　 日 時 9 月 22 日 （永） 14 ：00〜16 ：30

　見学先　東京都立工業技術セ ン ター
（北区稲付出井頭）

　　　　　こ の セ ン タ ーは東京都の 各種工業施設を統合し て ， 昨年新 設 され た 試験研究機関で ，技術指導も行な い 次

　　　　　の 10 部に わ か れ て い ま す
……

。 機械 ， 機械加 工 ，金属 ， 光音 ， 電子 ， 電気機器，計測制御 ， 有機化学，

　　　　　無機化学 ， 工 芸 。

　頌　路　国電 十条また は 王 子 駅 か ら赤羽西 口 行か 志村高校行バ ス に乗 P西 ケ岡 1 丁 目下車 （玄関前です）。

　定　員　60 名と し定員内先着順に参加証 をお届 け し ます。

　集 合 当目 13：5e同 セ ン タ
ー

玄関前 に集合 の こ と。

　申 込 期限　9 月 12 日　 は が きに 第 30 回見学会申込 と書 き， 住所 ， 氏名 ， 所属学会，勤務先を記入 し ，

　　　　　　日本 工学会 （東京都港区芝琴平町 35 日本造船学会内）電話 （502）2049　あ て 申込む こ と 。
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